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２生涯学習①ペットボトルロケット②ステンドグラス

　８月１日（木）、大宜味小学校多目的室において大宜味おもしろ科学教室

①「もっと飛ばそう！ペットボトル水ロケット 2024」が開催されました。

　昨年に引き続き開催されたペットボトルロケット。今年はどれくらいの

記録が出るのか、誰が１番遠くまで飛ばせるか、すべては工作にかかって

きます。500 ㎖炭酸ペットボトル２本の胴体と牛乳パックのフィン、厚紙

とおもりのノズルコーン（ロケットの頭　三角の部分）というシンプルな

つくりのロケット。

　つくりは簡単ですが、遠くまで長く飛ばすためにはノズルコーンに入れ

るおもりの重さ、フィンの数やつける位置などバランスがとても重要になります。参加した子どもたちは試行錯

誤しながらバランス良く、なおかつおしゃれで見栄えもいいロケットを作り上げました。

　そしていよいよペットボトルロケット飛ばし大会。発射台からみんなの掛け声とともに次々に飛ぶペットボト

ルロケット。空高く勢いよく飛んでいくもの、低く早く真っすぐ飛んでいくもの、あらぬ方向に飛んでいくもの

など個性豊かなロケットが誕生しました。

　この日、一番ペットボトルロケットと飛ばしたのは４年生の宮城春杜さん。記録は 60m40cm。小さいロケット

ながら素晴らしい記録です。楽しみながら学べた科学教室となりました。

　

記録を狙え、ポイントはバランス　ペットボトルロケット

見える？見えない？光の波って？不思議がいっぱい　いろがわりステンドグラス

　８月２日（金）、大宜味小学校多目的室において大宜味おもしろ

科学教室②「いろがわりステンドグラス」が開催されました。

　今回の科学教室のポイントは「偏光（へんこう」。光は波の性質

を持っており、偏光とは電磁波（光や磁力）の波の振動方向が規

則的になっていること。太陽の光や電球の光などの光はさまざま

な偏光が混ざっているのですが、偏光フィルムを使うと一部の偏

光を取り出すことができます。私たちの生活ではテレビや携帯電

話の液晶画面やスポーツ用サングラス、カメラのフィルターなど

に光を調整する道具として偏光フィルムが使われています。原理

は難しいですが、見えたり見えなかったり、色が変わったり光の不思議を感じることができれば OK。

　手品のような実験を交えながら工作に取りかかります。セロハンテープの貼り方や重ね方にステンドグラスの

色や形が変わります。貼っては見て貼って好きな色や形を作る子どもたち。真剣な姿は職人のよう。ステンドグ

ラスも個性も光る作品が仕上がりました !!

３ 生涯学習③お仕事体験・④グリーンアノール見つけ隊

　８月６日（火）、大宜味村学校給食センター

において「給食センターお仕事体験＆黒糖ア

ガラサーづくり」が開催されました。

　昨年も大好評だった給食センターお仕事体

験。今回は健康チェックから始まり、手洗い

チェックをした後、黒糖アガラサーづくり、

給食を作るまでの工程（野菜を洗う、選別、

大鍋を使って調理、食缶に分配、コンテナを

使って運搬、戻ってきた食器の洗浄など）の流れを体験しました。

　手洗いチェッカーを使い、きれいな手になったことを確かめたら、最初のメインイベント、黒糖アガラサーづ

くり。準備された黒糖液に強力粉を少しずつ加え混ぜたら、生地ができます。その生地をマフィンカップに丁寧

に分け入れ蒸し器で 20 分蒸します。

　蒸している間にお仕事体験。班に分かれて食材を模したカラーボールを使い実際と同様に洗ったり、大きな釜

の中で混ぜたり、決まった量を食缶に分けたり、給食ができるまでの工程と返ってきた食器の洗浄を体験します。

今回はトラックにコンテナを詰め込む作業も体験しました。参加者からは「毎日、みんなのために作ってくれて

ありがとうございます」、「毎日しっかりと栄養管理がされている給食があることにとても感謝しています」と言っ

たの感想がありました。給食の大切さ、ありがたさを知る貴重な体験となりました。　

おいしい給食ができるまで実感しようセンターのお仕事　給食センターお仕事体験

やんばるに来たらヤバいあいつ、まずは知ろう、見よう　グリーンアノール見つけ隊

　８月７日（水）、漫湖公園において「グリーンアノール見つけ隊」が開催され

ました。

　やんばるには生きものがいっぱいいるのに、わざわざ南部まで移動して、なぜ

グリーンアノール？？と思うかもしれませんが、実はグリーンアノール、特定外

来生物に指定されており、まだやんばるにはいませんが、もし侵入してきたらも

ともと住んでいる生きものたちの生息を脅かすとても恐ろしい存在になります。

今回の観察会は万が一やんばるにグリーンアノールが入ってきた場合、やんばる

に住む子どもたちがいち早く見つけられるようになり、やんばるの生きものを守る存在になってほしいという思い

から開催されました。

　知るためにはまず生きている個体を見ようということで、漫湖公園へ。ここにはたくさんいるらしく、午前中は

日向ぼっこをしているので、日の当たる木の枝や葉の上を中心に公園内を歩いて探します。あちこち目を凝らして

みると…、見つけました！グリーンアノール。何か結構かわいい。でも、いたら良くない存在。

　なぜいたらいけないの？何が恐ろしい存在になるの？と言った疑問を専門家の方たちから学びました。

　少し難しい内容

でしたが、まずは

グリーンアノール

を知れたこと、外

来生物について自

分が何ができるか

考える機会になっ

た観察会でした。
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わんぱく③キャンプ ４

　８月 22 日（木）～ 23 日（金）、大国林道において令和６年度わんぱく体験団③「わんぱく Camp2024」が行われました。

　これまでずっとコロナ禍で開催できず、 久々にできたと思った昨年も天候不良のため、 改善センターでの開催となったわん

ぱくキャンプ。 そして、 ついに、 やっとできました山でのキャンプ。 これが本当にやりたかったキャンプです。

　実は私たちも久々過ぎて感覚が戻っていなく （スタッフも変わっているし）、 講師の先生もいない中でのキャンプ。 不安

もありましたが、 「なんくるないさ～、 １日くらい食べなくたって、 寝なくたって死にはしない。 大丈夫よ」 と言い聞かせ （もち

ろん、 そんな気持ちはみんなには内緒）、 わんぱくキャンプスタートです。

令和６年度わんぱく体験団 第３弾 「わんぱく Camp2024」

　毎回、 口を酸っぱくして言っていますが、 準備から

片付けまで自分たちでやるのがわんぱくキャンプ。 こ

の日使う食器や調理器具を洗い、 必要な数だけ準

備、 テントや机、 水管など山で使う様々な道具も次々

とトラックに乗せていきます。

　キャンプ場は貴重な野生生物が生息する国立公

園の一部なので、 自然にも配慮しなければいけませ

ん。 洗剤は使えないので、 皿はラップを貼って使う、 使った調理道具は山から下りてきてから洗うなどキャンプをする際の

注意点や心構えを伝えます。 さあ、 覚悟ができたら山へ出発進行～！！

　着いた場所は、 本当に山の中。 えっ、 こんなとこ

ろで？？と思った団員もいたのでは？ はい、 もう来てし

まったよ。 帰れないよ。 みんなで力を合わせて頑張

ろう！ 荷物を降ろしたら、 次はテント設営。 ちゃんと

張らないと途中で崩れて寝ることもできなくなってしまい

ます。 ここではすべてが自分たちの責任。 自分のこ

とは自分でします。

　さあ、 火起こしの時間です。 これがなくてはご飯も

カレーもできない。 空気の通り道ができるように小さい

枝から大きな枝まで上手に組み立て火を点けます。

　火が点いたからって安心してはいけません。 火は

育てるもの。 お米が炊けるまで、 カレーができるまで

火を絶やさぬよ

う、 マキをくべ続

けます。

　辺りがすっかり暗くなったところでやっと食事の時間。 苦労して作ったご飯は美味しい

よね。 みんなたくさんおかわりしていました。 もちろん味も GOOD でした。 その後、 星

空観察をしたり、 ヘビを見つけたり山ならではの体験をしわんぱくたちは眠るのでした

（かなり遅かったけど…）。

　翌日は炊事、 片付けを済ませ、 昨日かいた汗

を流しに田嘉里川へ。 あまり寝ていないはずなの

に元気なわんぱくたち。 あんなに高い砂防ダムか

ら次々と飛び込んで川を満喫していました。 朝炊

いたごはんを食べたら１泊２日のキャンプは終了。

みんなよく頑張った。 たった１日でしたが一人一人

の成長が見られるキャンプとなりました。 　

ここがわんぱく力の見せどころ！

　無事テントができたら、 今度は炊事に使うマ

キ集め。 小さい枝から大きな枝までとにかくたく

さんの枝を集めます。 大変でも面倒でもやらな

きゃいけない。 頑張れ！わんぱくたち。 燃料が

集まったら、 いよいよごはんの準備です。

５

図書室情報 №61　2024 年（令和 6年）9月
大宜味村図書室（旧議会棟：村史編纂係内）

大宜味村字大兼久 157 番地　0980-44-3009　

利用状況累計

〇来室者数…のべ 3,483 人

〇貸出冊数…5,894 冊

〇登録者数…１81 人

8 月の統計（8/27 まで）

〇来室者数…のべ 59 人

〇貸出冊数…68 冊

☀年度内お一人５冊まで本のリクエス

トができます！沖縄県立図書館の本を

取り寄せるサービスも利用できますの

で、お気軽にお声掛けください！！

📚
新
着
図
書
📚

お知らせ・教委だより・図書情報

現在の蔵書数…7,431 冊

～図書のリクエスト受付中～

9 月図書室カレンダー　閉室日 ：

～教育委員会　会議だより～
　　第７回　教育委員会会議　　令和６年７月 25 日（木）午後２時開催　
　

≪審議事項≫

議案第 14 号　 大宜味村学校給食費等補助金交付要綱                      　　　≪可決≫

議案第 15 号　 令和７年度使用小学校教科用図書の採択について                  ≪可決≫

議案第 16 号　 令和７年度使用中学校教科用図書の採択について                  ≪可決≫

議案第 17 号   令和７年度使用特別支援関係教科用図書の採択について            ≪可決≫

会議で決定した事項をお知らせします。

日 月 火 水 木 金 土 

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      

●『蕾のままに散りゆけり』　上野かずこ著・悠人書院

●『沖縄オバァ列伝』 沖縄オバァ研究会編・双葉社　

●『ウチナーンチュの貌』　東 邦定著・沖縄タイムス社

●『現代語訳　論語と算盤』 渋沢栄一著・筑摩書房

●『地雷グリコ』 青崎有吾著・KADOKAWA

●『DIE WITH ZERO』 ビル・パーキンス著・ダイヤモンド社

日　時　：１０月５日（土）　１０：００～１２：００

場　所　：旧大宜味小つどい室

講　師　：平良卓己さん　（株）スマイルフォトプラス

内　容　：スマートフォンのカメラの機能を紹介

　　　　　　「やんばる」をテーマに実際に外に出て写真を撮る

対　象　：村民（20 歳以上）、先着１０名　※定員に達し次第、締め切り

参加費　：100 円（保険料）

持ち物　：スマートフォン、水筒、帽子、タオル

申込方法：参加希望者は９月２７日（金）までに教育委員会に電話で申込んでください。 

連絡先　：大宜味村教育委員会　☎４４－３００６（担当：倉持）

大人対象

村民

初心者大歓迎

みんなでおおぎみ展に出展しよう！

スマホで撮ろう！私のやんばる 参加者募集！
知ると知らないとでは大違い。 スマートフォンにあるカメラ機能を駆使してこれまでとは一味違った写真

を撮影しよう !! 「やんばる」 をテーマに写真を撮って、 おおぎみ展に作品を出展しよう。

初心者でも安心。 わからないことは何度でも聞いてください。 初心者大歓迎。 みんなで上等写真を撮ろう！

↑スマホで撮影
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村史編さんだより

村史編さんだより

第 161 号　2024 年 9 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

伝統を受け継ぐ　田嘉里のウシンデーク
　旧盆明け初亥の日に行われるウンガミ翌日の、８月２８日（水）に、田嘉里ウシンデーク（ウスデーク）が行
なわれました。元々は「屋嘉比のウシンデーク」として行われていたものを、田嘉里全体で取り組み受け継いで
きた伝統行事で、年々踊り手が少なくなり寂しくなったとの声も聞かれるなか、今年は１５人の踊り手が参加し
ました。
　踊りは若い女性から年配の婦人まで参加し、ムラの旧家である蔵下（クラサ：屋号）の前、アサギマー、ヤマ
グチマー（山口庭）、ヌンドゥンチ（ノロ殿内）の順に踊りを奉納しながら進み、最後に蔵下の前に戻ります。
　現在の衣装は全員が紺地（又は紫）に白の絣模様の着物、紫の帯と鉢巻きに手巾（ティサジ）を手に持って踊
りますが、琉大民俗クラブの調査報告書には、年代別に細かく決まりがあったことが記されています。
１０月１２日（土）には豊年踊りも開催されますので、ぜひ足を運んでみてください♪

（1）15～20 才 ワカシュジクク（ニーセースガイ） ステテコ、白い上着、帯 
（2）20～30 才代 メーラビスガイ シルシーナンクヮー（トツキリあや） 
（3）40～50 才代  パラギン（はっぴのような）、カハム、白襦袢 
（4）60 才以上  クンジー（クルギン・黒地にイーチリーあや） 
※さらに、各々花織のマンサージを頭に被り、手に持ち、また（3）の中年の婦人は腰にも下げた。履物はなく全
員裸足である。この年齢による区分は、戦後改められている 

 

◎ウシンデーク衣装 （琉大民俗クラブ 『ひんぷん 6 号 大宜味村田嘉里調査報告』　昭和 47 年）

▲昔のウシンデーク（年代不明） ▲1985（昭和 60）年のウシンデーク

　40 年前の年配のご婦人方は、ウシンデークの踊りが終わった後の公民館までの帰り道、各々の家の軒先で振

舞われる自家製のカラキ酒や、たっぷりの氷砂糖で漬け込んだ甘いトークンブ（みかん）酒を飲み比べ、日頃

のウサを晴らすかのように、酔っ払って楽しんだようです。男性や子ども達は、踊りが終わった瞬間から、酔っ

ぱらったご婦人方に見つからないよう、三々五々草むらに隠れたー という昔のご婦人方のパワフルさが感じら

れるエピソードが聞かれました♪

７ 村史編さんだより

　田嘉里は古琉球の頃から存在する古い集落で、元々は国頭間切に

属していました。田嘉里と謝名城にまたがる根謝銘城には、屋嘉比

ノロが管轄する大城（ウフグスク）御嶽と城ノロが管轄する中城御

嶽があり、田嘉里川（屋嘉比川）には根謝銘グスク隆盛なりし頃の

津（港）として屋嘉比港があったとされ、屋嘉比ノロは『おもろさ

うし』（※1531 年～ 1623 年にかけて王府によって編纂された歌集）に謡われるほど位の

高いノロであり、屋嘉比杜から船の往来の目標になった赤丸崎、辺

戸の安須杜から奥杜までを眺望するそのオモロからは、古琉球の時

代の壮大なロマンが感じられます。

　屋嘉比ウシンデークの起源については、「屋嘉比村には井水がな

く人々が苦労していたところ、耕作当（コウサクアタイ：営農指導

の役人）の宮城某が、深山のミジタテ川（水源地）から水をひき、

村人の不便解消に尽力した功績で琉球王より褒賞され、これを祝ってはじまった」という説や、「昔、喜界島の

女が島の男との仲を父親に許してもらえず、島に立ち寄った山口の主に頼んで田嘉里まで逃れ、身籠っていた女

はやがて赤子を生んだが、どんなに待てども夫は迎えに来ず、女は赤子を抱いたまま焦がれ死ぬという悲劇があ

り、その霊を慰めるために行なった」など諸説あり、いつ頃からはじまったかについては不明とされています。

一
、
屋
嘉
比
杜
お
わ
る　

親
の
ろ
は
崇
べ
て

　

吾
守
て　

此
の
渡　

渡
し
よ
わ
れ

　

又　

赤
丸
に
お
わ
る　

て
く
の
君　

崇
べ
て

　

（
第
十
三
巻
船
ゑ
と
の
お
も
ろ
御
さ
う
し
九
二
一
）

一
、
国
笠
に
お
わ
る　

親
の
ろ
は
崇
べ
て

　

島
討
ち
し
ち
へ　

按
司
添
い
に　

み
お
や
せ

　

又　

屋
嘉
比
杜
お
わ
る　

金
丸
は
崇
べ
て

　

又　

赤
丸
に
お
わ
る　

て
く
の
君　

崇
べ
て

　

又　

安
須
杜
に
お
わ
る　

ま
し
ら
て
は
崇
べ
て

　

又　

奥
杜
に
お
わ
る　

玉
の
き
や
く
崇
べ
て

　

（
第
十
三
巻
船
ゑ
と
の
お
も
ろ
御
さ
う
し
九
二
七
）

ウシンデークの歌詞

１．屋嘉比ウシンデーク

一、道端ぬサシや　袖振りばすがる　

　　我身んサシなとぅてぃ　袖にすがら　

二、アサギ庭の芥　誰がしぬくなちゃが　

　　わした乙女 (美童 )ぬ　しぬくなちゃさ　　

三、とれの伊平屋嶽や　うちゃがてぃる見ゆる　

　　遊でぃうちゃがゆる　我玉黄金　　　

四、 石の頂　いぢゅまい所　

    里がまい所　たまじまん

五、 里や赤煙草　刻どぅてる食る　

    我身や焼煙草　肝どぅ焼くる

六、行きば伊計離り　戻る浜平安座　

    平安座乙女の　ふさむやぬがし

七、あたい苧のなかぐ　真白引ちさらち　

    大和める里が　どぅんす袴

八、平安座前の浜に　スルル小ゆとん　

    スルル小やあらん　大和ミジュン

九、伊集の木やゆかてぃ　真白花咲ちゅい　

    我身ん伊集やとぅてぃ　真白咲かな　　　

十、しば木植いてぃ置かば　しばしばとぅいもり　

    またき植いてぃうかば　又んいもり

十一、なりよなり産子　しとぅが家になり　

      ならなしょてぃ産子　ゆみな立ちゅみ

十二、干瀬に居る鳥や　満潮恨みゆい　

      我身や暁ぬ　鳥どぅ恨む
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十三、真喜屋と真喜屋兼久　通いぼしゃあしが　

　　　しらしぶり松ぬ　下ぬしげさ

十四、赤田首里殿内　黄金どぅる下ぎてぃ

　　　うりが明がりば　弥勒世果報

十五、うくし七間切　きかの五間切　

　　　六伊良部与論　花ぬ沖縄

十六、沖縄里主や　只や拝まらん　

　　　神が引合わしに　真面拝でぃ

十七、 今日の誇らしゃや　何にぎやな譬る　

      ちぼでぃをる花の　咲ちゅる美らさ

マギャ マギャハニク カユ

マチ シチャ

スンドゥンチ クガニ

アカ ミルクユガフ

イチ

ユンヌ ウチナー

ウチナサトゥヌシ ウガ

ヒカ マムトゥウガ

キュウ フク ナウ タティ
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　　　「ฬ⸒からቇ߱」　
　　

。ߨわりました⚳߇ࠢ࠶ࡇン࡝ࠝ࡝ࡄ　　 スࡐーⷰ࠷ᚢ߇⿰味な⑳にとっては、

ᶷしいような߶っとしたような᳇ಽでߔ 
ᄛਛⷰߩᚢ �。 また、 㧜㧚㧜㧞ᐕᄐ

、ሶ࿦↲ߩ ⋵ઍ⴫ߩ⥝ධ㜞ᩞはᱷᔨな߇ら㧛࿁ᚢᢌㅌとなり、 ߩᣣએ㒠ߩߘ

㜞ᩞ㊁⃿ⷰᚢߩᭉしみもඨᷫしているところでߔ。 さて、 㐳ᐕ、 ⥝ධ㜞ᩞߩ⋙〈をോ߼

ているᚒ༑ደ⋙〈は、 「ዊさなことにోജでขり⚵み、 ዊさなことを⏕ታにߔるሶは㑆

違いなく大߈な઀੐߇で߈る」 というฬ⸒をᱷしていまߔ。 これはᚒ༑ደ⋙〈߇ᜰዉに

あたり大ಾにしている⠨߃ᣇを⴫した⸒⪲だߘうでߔ。 、ㅢり߃教ߩ〉⋘ ᣣ㗃から࠴ー

、た⚿ᨐߨዊさなことをⓍみ㊀߇一ੱ一ੱߩࡓ ⥝ධ㜞ᩞは㧜㧚㧛㧚ᐕᤐᄐㅪⷓを㆐ᚑし、

੹や、 ᒝ⽕ᩞとしてᲤᐕ、 ᵈ⋡されるቇᩞになりました。 એ೨、 ㄭくに⥝ධߩታኅߩ⑳

㜞ᩞ㊁⃿ㇱߩኰ߇あったߩで߇ߔ、 ㊁⃿ㇱߩሶߤもた߇ߜ、 Ფᦺ⊓ᩞ೨に、 ࿾ၞᷡߩ᝹

に➅り出し、 ࿾ၞߩᣇにర᳇に᜿ᜦをߔる㘑᥊によく出วいました。

また、 「ീᒝ一⇟、 「⇟フੑ࡞ࠧ と何よりもቇᩞ教育や࿾ၞߩⴕ੐をఝవさߖ、 ⑳たࡗߜ

ンߩ࡞ࡃ⹶りࠧ࡞フߩች㉿ఱᒉを育てたおῳさんߩ、 こߩ⸒⪲も一ᤨᦼ⹤㗴になりまし

た。 ㊁⃿にしろ、 、フにしろ࡞ࠧ 、でも࠷ーࡐんなスߤ 㧜ੱߩ⸒⪲や⠨߃ᣇからၮᧄ⊛

な↢ᵴ⠌ᘠやቇ໧、 ゕ߇りにઃいていること߇㊀ⷐなことだということをᡷ߼てᗵߓま

した。 スࡐー࠷でൎߟという大߈な⋡ᮡをᜬߟことはもߜろん大ಾで߇ߔ、 ᣣ㗃からᒰ

たり೨にやる߈ߴことにోജでขり⚵んでいくこと߇⚿ᨐにߟな߇るߩではないか、 と

ᕁっていまߔ。

᡽ା教育㐳ߩあߓま～ࠦラࡓ

　暑いです。 とにかく暑いです。 暑いの好きだけど暑いです。 いつもクーラーの効いた部屋で仕事をしているので、 たまに作業
で外に行くとびっくりするくらい汗をかきます。 買っちゃおうかな、 モーター付の作業着。 とにかく一度着てみたいです。
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